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東京都水道局の環境の取組と

資料１－６

東京都水道局の環境の取組と
環境コミュニケーション活動について

● ● ● 水をはぐくむ豊かな地球環境を次世代に ● ● ●
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■東京都水道局の概要東京都水道局の概要■東京都水道局の概要東京都水道局の概要

世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業

●給水人口 約１,２００万人

●普及率 １００％

世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業世界最大規模の水道事業

●普及率 １００％

●施設能力 約６８６万ｍ３

●配水管延長 約２６,０００ｋｍ

●一日平均配水量 約４３０万ｍ３／日
朝霞浄水場（170万m3/日）

世界最高水準の水道サ ビス世界最高水準の水道サ ビス世界最高水準の水道サ ビス世界最高水準の水道サ ビス

●世界に誇る高品質の水
オ
ゾ

世界最高水準の水道サービス世界最高水準の水道サービス世界最高水準の水道サービス世界最高水準の水道サービス

●低い漏水率

●確固たる経営基盤

ゾ
ン
注
入
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■水道事業の主な環境側面水道事業の主な環境側面■水道事業の主な環境側面水道事業の主な環境側面

・設備の運転による電力使用
・浄水過程での土の発生

水道水源林の管理
・自家発電の運転

・水道局庁舎におけ
る電力の使用 設備の運転による電力

水道水源林の管理

る電力の使用
・紙の使用
・廃棄物の発生

・水道工事 施設建設による

・設備の運転による電力
使用

・水道工事、施設建設による
騒音・振動の発生、排出ガ
スの発生

建設発生土 建設廃棄物・建設発生土、建設廃棄物
の発生

局有車 運転 る排出ガ局有車の運転による排出ガス
の発生

東京都水道局
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■エネルギー別ＣＯエネルギー別ＣＯ２２排出状況排出状況((平成２１年度）平成２１年度）■エネルギー別ＣＯエネルギー別ＣＯ２２排出状況排出状況((平成２１年度）平成２１年度）

燃料の使用（自動車
燃料の使用（自動車

の運行以外）による排
その他 8,725t (2.7%)

電気の使用（オフィス

活動)による排出熱の使用による排出

の運行）による排出

1,065t (0.3%)

の運行以外）による排

出8,300 ｔ (2.6%)

5,837 t (1.8%)
熱の使用による排出

4,328 t (1.3%)

排出量合計
322,663  ｔｰCO2

電気の使用による排

出（オフィス活動以外

によるもの）, 294,408ｔ

(91 2%）

東京都水道局

(91.2%）
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■東京都水道局環境基本理念東京都水道局環境基本理念■東京都水道局環境基本理念東京都水道局環境基本理念

環境保全と企業経営との両立を目指す、水道局の環境問題に

対する基本姿勢を明らかにするため 平成１２年４月に策定。対する基本姿勢を明らかにするため、平成１２年４月に策定。

水は、私たちの生活に欠かせないもので
す その水をはぐくむ地球環境を守ることは

水は、私たちの生活に欠かせないもので
す その水をはぐくむ地球環境を守ることはす。その水をはぐくむ地球環境を守ることは、
人類共通の課題です。

東京都水道局は 安全でおいしい水を安

す。その水をはぐくむ地球環境を守ることは、
人類共通の課題です。

東京都水道局は 安全でおいしい水を安東京都水道局は、安全でおいしい水を安
定的に供給するという事業活動を通して、
豊かな地球環境を次世代に引き継いでいく

東京都水道局は、安全でおいしい水を安
定的に供給するという事業活動を通して、
豊かな地球環境を次世代に引き継いでいく豊かな地球環境を次世代に引き継いでいく
ために努力します。
豊かな地球環境を次世代に引き継いでいく
ために努力します。

〈東京都水道局〉東京都水道局




